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白石：こんにちは。AppBank 代表の白石です。本日は AppBank 株式会社、2025 年 12 月期第 1

四半期の決算説明をさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

直近では事業ポートフォリオ改革を進め、潜在力の高い事業に経営資源を集中する取り組みを行っ

てきました。 

 

 

まず 1 点目、エグゼクティブ・サマリーからご説明をいたします。 

事業ポートフォリオ改革の変遷についてです。 

約 2 年間、私たちは業績の V 字回復、そして早期の黒字化に向けて、主に二つの取り組みを実施

してきました。一つ目が既存事業におけるコストカットや、不採算事業からの撤退による収益性の

改善です。二つ目が、新しい売上と粗利益を獲得していく取り組みです。 
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収益性の改善について、メディア事業では AppBank.net や動画サービス等で、運営体制の見直し

によるコストカットを行い、収益性の改善を進めてきました。IP&コマース事業については、先日

適時開示いたしました実店舗事業からの撤退により、不採算事業を切り離しております。 

売上と粗利益を新しく作っていく部分では、前期、メディア事業で新たにメディア共創企画事業と

エンタメツーリズム事業を開始いたしました。そして IP&コマース事業では、ここ数年、原宿で培

ってきた地域とエンタメ IP のコラボレーション事業モデルを、新たに浅草や鎌倉で横展開するこ

とができました。今後の飛躍に向けた、非常に重要な実績を積むことができたと考えています。 

日々、既存事業についてはコストカットや不採算事業の整理を通じて、採算性を向上させていく取

り組みを行っております。そして、私たちが持っている強みに協業パートナーの強みをかけ合わせ

て、新しい売上と粗利益を獲得していく取り組みを行っています。この二つを今後も続けてまいり

ます。 

これらの取り組みの成果としまして、特にメディア事業については、前期に売上高が大きく増加

し、またセグメント利益も通期で黒字化を達成するなど、着実に成果が出ています。また、新しい

取り組みを進める中で、その周辺でさらに新しい事業機会をいくつも見つけておりますので、これ

らについても一つずつ、形にしていきたいと考えています。黒字化に向けた手応えを非常に感じて

おります。 
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数値面で、今の取り組みについてご説明いたします。 

新経営体制の発足後、前期の第 2 四半期以降、売上のモメンタムが大きく改善しております。

2023 年 12 月期の売上高が 4.9 億円でしたが、前期 2024 年 12 月期は 9.9 億円と、約 2 倍に成長

しております。そして今期の第 1 四半期だけで売上高は約 3.4 億円を計上しております。この成長

のモメンタムは今後も続くと見ておりますし、さらに加速できるよう、いろいろな努力をしてまい

ります。 

また、赤字事業からの撤退効果による収益性の改善も進めておりますので、2026 年 12 月期までの

中期財務目標として掲げました、売上高 CAGR 年率＋70%、そして営業利益率 8%を必達目標とす

る、これらの中期財務目標の達成に向けて、着実に歩みを進めている、順調に進行していると考え

ています。 

 

 

次に、実店舗事業からの撤退に係る収益インパクトについてご説明いたします。 

これは先日の YURINAN の事業譲渡に関するリリースの後、株主様から「収益インパクトについ

て、分かりやすく説明をしてほしい」という問合せを多数いただきましたので、ご説明します。 

今回の取り組みにおける施策は二つです。一つが今年 4 月 1 日に YURINAN を事業譲渡いたしまし

た。そして今年 7 月までに、原宿 friend を閉店する予定です。この二つの事業につきまして、前

期 2024 年 12 月期の業績ベースで試算すると、売上高が約 1.9 億円、営業損失が約 1.1 億円でし
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た。ですので、この事業撤退に伴い、前期業績ベースでは全社の営業赤字の約 5 割の止血めどが立

ったと計算できます。 

これらの取り組みを通じて、確実に黒字化に向けて歩みを進めていると考えております。 

 

 

先ほどご説明しました中期経営目標の見直しにつきまして、売上高 CAGR と営業利益率にコミッ

トしております 2026 年 12 月期までの中期財務目標については、順調に進行していると考えてお

りますので、据え置きます。 

一方で、そのプロセスとしての中期事業目標、各種 KPI につきましては、事業譲渡に伴い見直し

が必要になりましたので、今期中にリバイスを行います。なるべく早いタイミングで皆様にご説明

したいと考えておりますが、個人的に非常に手応えを感じておりまして、楽しみにしておるところ

です。 
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では次に、2025 年 12 月期第 1 四半期の決算概要についてご説明いたします。 

第 1 四半期は、売上高が 3 億 8,700 万円、営業損失が 4,200 万円、経常損失が 4,100 万円となりま

した。 

主にメディア共創企画事業が引き続き収益をけん引しており、売上高では、対前年比で 6.2 倍と大

きく成長しております。また各段階利益につきましても、赤字幅が縮小しております。 
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セグメント別の売上高の四半期推移について、ご説明いたします。 

メディア事業については、売上高が 3 億 3,700 万円と、メディア共創企画事業が引き続き収益に貢

献しており、対前年比で、売上高が約 18 倍と大きく成長しております。メディア共創企画事業に

ついて、今後も拡大を目指してまいります。 

IP&コマース事業については、売上高が 5,000 万円となり、催事出店に伴う売上貢献がありました

ので、対前年比でわずかに売上が増加しております。IP&コマース事業につきましては、事業撤退

に伴い、第 2 四半期以降は減収となる予想ですが、現在、地域×エンタメ IP のコラボレーション

事業で案件を複数仕込んでおり、その他水面下で進めているプロジェクトもございます。これらが

第 2 四半期以降で収益貢献すると見込んでおりますが、具体的には決定次第、速やかに開示を行っ

てまいります。 
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セグメント別の営業利益の四半期推移について、ご説明いたします。 

メディア事業は営業利益が 1,700 万円と、引き続き黒字を確保しております。IP&コマース事業に

つきましては、セグメントの営業損失が 1,100 万円となりましたが、対前四半期比では大きく改善

しております。こちらにつきましても、第 2 四半期以降は事業譲渡に伴い、赤字が止血される見込

みですので、収益性は改善していく見込みです。 
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販管費の四半期推移についてご説明いたします。 

販管費は約 7,200 万円となり、引き続き費用を抑えて運営をしております。対前四半期比でも横ば

いとなっております。第 2 四半期以降は事業譲渡に伴って、さらに販管費が減少する見込みです。

売上、粗利益の増加と販管費の減少に伴って、収益性は大きく向上していくと見ております。 

［了］ 

 


